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出荷作業をするアインさん

５年間の活動成果を報告しました

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
県
中
央
会
は
３
月
末
で
、

Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
に
設
置
し
た
担
い
手
・
法

人
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
北
薩
事
務
所
を
閉

所
し
ま
し
た
。

　

同
事
務
所
は
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
、
Ｊ
Ａ
鹿

児
島
い
ず
み
、
Ｊ
Ａ
あ
い
ら
管
内
を
対
象

に
２
０
１
７
年
５
月
に
開
設
。
特
に
力
を

入
れ
た
の
が
、
営
農
指
導
員
に
よ
る
「
組

合
員
に
出
向
く
体
制
」
の
強
化
。
県
連
や

行
政
の
他
、
関
係
機
関
が
出
席
す
る
北
薩

地
区
共
同
対
策
会
議
を
毎
月
開
き
、
組
合

員
の
声
に
基
づ
い
た
対
応
を
講
じ
る
な
ど
、

地
域
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
機
能
を
発
揮

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
の
営
農
企
画
機
能
の
向
上

に
も
貢
献
。
労
働
力
支
援
や
青
色
申
告
支

援
、
Ｊ
Ａ
や
地
域
固
有
の
課
題
解
決
に
対

応
し
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
同
事
務
所
の
機
能
を
中
央
会

営
農
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
鹿
児
島
市
）

に
移
管
。
北
薩
事
務
所
が
こ
れ
ま
で
培
っ

た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
今
年
度
か
ら
県

域
で
取
り
組
み
を
始
め
る
「
Ｊ
Ａ
産
地
づ

く
り
10
年
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
引
き
継
ぎ
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
県
中
央
会
の
山
野
徹
会
長
は
「
北

薩
事
務
所
へ
の
こ
れ
ま
で
の
支
援
に
感
謝

す
る
。
移
管
後
も
変
わ
ら
ず
Ｊ
Ａ
の
事
業

や
業
務
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
営
農
企
画
機
能

の
拡
充
と
広
域
連
携
の
強
化
に
努
め
て
い

き
た
い
」
と
力
を
込
め
ま
し
た
。

　

ベ
ト
ナ
ム
人
の
チ
ャ
ン
・
ゴ
ッ
ク
・
ア

イ
ン
さ
ん
（
25
）
は
４
年
前
に
来
日
。
昨

年
11
月
か
ら
さ
つ
ま
町
の
農
業
現
場
で

「
特
定
技
能
」
で
働
い
て
い
ま
す
。
真
面

目
な
性
格
で
頑
張
り
屋
。
雇
用
主
は
「
作

業
が
早
く
て
丁
寧
。
安
心
し
て
仕
事
を
任

せ
ら
れ
る
」
と
信
頼
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
か
ら
３
月
ま
で
の
５
カ
月
間
は
、

同
町
船
木
の
か
じ
や
農
産
株
式
会
社
が
、

農
業
人
材
派
遣
会
社
と
契
約
を
結
び
雇
用
。

ア
イ
ン
さ
ん
は
サ
ト
イ
モ
、
ネ
ギ
、
ホ
ウ

レ
ン
ソ
ウ
の
収
穫
・
選
別
・
袋
詰
め
の
作

業
に
従
事
し
ま
し
た
。

　

鍛
治
屋
公
貴
社
長
は
「
こ
れ
ま
で
は
シ

ル
バ
ー
人
材
に
頼
っ
て
い
た
が
、
人
材
不

足
か
ら
確
保
で
き
な
い
日
も
あ
っ
た
。
ア

イ
ン
ち
ゃ
ん
が
来
て
か
ら
は
安
心
し
て
仕

事
が
で
き
た
。
契
約
が
終
了
し
寂
し
く
な

る
が
、
ど
こ
に
行
っ
て
も
笑
顔
で
頑
張
っ

て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

農
繁
期
の
産
地
間
リ
レ
ー
で
４
月
か
ら

は
町
内
の
ト
マ
ト
農
家
で
働
き
、
６
月
に

は
北
海
道
に
派
遣
さ
れ
ま
す
。

　

ア
イ
ン
さ
ん
の
実
家
は
サ
ト
イ
モ
、
ネ

ギ
、
米
を
作
る
農
家
。
「
さ
つ
ま
町
の
米

は
本
当
に
お
い
し
い
。
帰
国
し
た
ら
日
本

で
学
ん
だ
こ
と
を
実
践
し
た
い
。
日
本
大

好
き
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

農
業
労
働
力
確
保
で

外
国
人
材
活
用
す
す
む

さつま町

担い手・法人サポートセンター北薩事務所閉所

労働力・青色申告支援
地域課題の解決に対応
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２
本
ぴ
っ
た
り
く
っ
つ
い
た
タ
ケ
ノ
コ
を
収
穫
し
た
内
田
さ
ん

地
区
予
選
を
前
に
候
補
牛
の
状
態
を
確
認
し
ま
し
た

　

さ
つ
ま
町
久
富
木
の
農
業
、
内
田
三
郎
さ
ん
（
85
）
の
竹

林
で
４
月
12
日
、
ぴ
っ
た
り
と
く
っ
つ
い
た
２
本
の
タ
ケ
ノ

コ
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
内
田
さ
ん
は
「
こ
ん
な
タ
ケ
ノ
コ

は
初
め
て
見
た
。ま
る
で
親
子
み
た
い
」と
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

内
田
さ
ん
は
生
産
歴
30
年
以
上
の
ベ
テ
ラ
ン
で
、
以
前
は

13
本
連
な
っ
た
タ
ケ
ノ
コ
を
収
穫
し
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

　
〝
親
子
〟
タ
ケ
ノ
コ
は
根
元
部
分
が
く
っ
つ
き
、
そ
の
上

か
ら
２
本
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
長
さ
は
30
㌢
と
20
㌢
ほ
ど

で
、
形
が
良
く
皮
の
色
や
毛
並
み
も
立
派
で
す
。

　

内
田
さ
ん
は
「
珍
し
い
の
で
多
く
の
人
に
見
て
も
ら
い
た

い
」
と
、
収
穫
し
た
タ
ケ
ノ
コ
を
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
に
寄
贈
し

ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
職
員
は
「
本
当
に
く
っ
つ
い
て
い
る
。
び
っ

く
り
」
と
目
を
丸
く
し
て
い
ま
し
た
。

薩摩中央家畜市場　2022年4月13日～ 14日
入場頭数 ５６７頭
売却頭数 ５４７頭

入 場 売却 最高値 最低値 平均値 平均
体重

kg
単価 前回比

雌 255 236 2,006,400 223,300 696,645 285 2,447 ▲45,352
雄
去 312 311 1,221,000 71,500 811,241 312 2,600 ▲25,475

総平均値 761,799 円　　　
前 回 比 36,991 円　安値
総売上高 416,704,200 円　　　

子牛せり市成績表（税込み） 平
均
76
万
１
７
９
９
円

　

薩
摩
中
央
家
畜
市
場
で
４
月
13
、
14
日

の
２
日
間
、
子
牛
せ
り
市
が
あ
り
ま
し
た
。

１
頭
当
た
り
の
平
均
価
格
は
76
万
１
７
９

９
円
で
、
前
回
（
３
月
）
を
３
万
６
９
９

１
円
下
回
り
ま
し
た
。
最
高
値
は
雌
が
２

０
０
万
６
４
０
０
円
、
去
勢
は
１
２
２
万

１
０
０
０
円
で
し
た
。

全
共
候
補
牛
を
確
認

　

第
12
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
に
向
け
、

Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
は
４
月
７
日
、
薩
摩
中
央

家
畜
市
場
で
集
合
調
査
会
を
開
き
、
候
補

牛
の
状
態
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

繁
殖
雌
牛
区
５
頭
、
総
合
評
価
群
区
25

頭
、
高
等
登
録
群
区
３
頭
が
出
品
さ
れ
ま

し
た
。
県
全
共
推
進
協
議
会
の
関
係
者
が

体
形
や
毛
並
み
な
ど
を
審
査
し
、
高
等
登

録
群
区
で
は
３
代
に
わ
た
る
改
良
の
成
果

を
確
認
。
個
別
に
改
善
指
導
を
行
い
ま
し

た
。

　

Ｊ
Ａ
畜
産
指
導
課
営
農
指
導
員
は
「
順

調
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。
残
さ
れ
た
課
題

の
改
善
に
取
り
組
み
、
地
区
予
選
会
に
臨

み
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

親子タケノコ収穫

さつま町の内田さん
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定期人事異動（４月１日付）　　　　　※主任級以上

■参事級
氏 名 新　　部　　署 旧　　部　　署

濱 田 　 悟 参事（総務経済担当） 統括参事（総務担当）兼経営企
画部長兼経営企画課長

田 口 　 雅 之 参事（生産担当） 参事（経済担当）

■部長・考査役級
氏 名 新　　部　　署 旧　　部　　署

鎌 田 　 太 郎 総合企画部長兼経営企画課長 総務部考査役総務人事課長
狭 間 　 幸 弘 経済部長 伊佐総合支所長兼総務経済課長
石 野 　 淳 弘 畜産部次長 畜産部次長兼畜産業務課長
段 　 俊 文 伊佐総合支所長兼総務経済課長 経済部次長兼農業機械課長
上 野 　 真 一 川内総合支所長 川内総合支所長兼総務経済課長

田 尾 　 佳 幸 共済部考査役共済普及課推進
リーダー

共済部共済普及課調査役推進
リーダー

黒 木 　 輝 美 伊佐総合支所考査役金融共済課長 伊佐総合支所金融共済課長

■課長・調査役級
氏 名 新　　部　　署 旧　　部　　署

木 場 　 積 幸 総合企画部審査課長 総合対策部債権対策課調査役
審査担当

久 保 　 悠 一 総合企画部コンプライアンス
対策課長

経営企画部コンプライアンス
対策課長

引 地 　 隆 雄 生産部農業機械課長 経済部経済課長

木 原 　 章 太 経済部経済課長 経済部経済課係長さつまガス
センター

徳 永 　 真 経済部葬祭課長 経済部葬祭課係長伊佐担当

井手之上 利弘 畜産部畜産業務課長 金融部金融指導課長

一 ノ 宮 　 学 生産部生産資材課長 生産部生産資材課調査役伊佐配送
センター長兼羽月・曽木経済担当

有 村 　 文 利 川内総合支所総務経済課長 川内総合支所金融共済課長

谷 山 　 裕 佑 金融部金融指導課長 川内総合支所金融共済課係長
融資担当

萩 原 　 聡 川内総合支所金融共済課長 水引支所長
折 小 野 　 久 総務部総務人事課長 山崎支所長

南 　 直 樹 水引支所長 総務部管理課調査役

久 保 　 正 和 薩摩支所長 菱刈支所調査役所長代理兼
店舗事務長

宮 囿 　 利 一 羽月支所長 平川支所係長所長代理兼
店舗事務長（金融管理担当）

假 屋 原 　 泰 子 山崎支所長 山崎支所係長所長代理兼
店舗事務長（金融管理担当）

福 留 　 龍 蔵 経済部経済課調査役羽月給油
所 経済部経済課係長羽月給油所

原 田 　 一 人 生産部農業機械課調査役さつ
ま農機センター

経済部農業機械課係長さつま
農機センター

中 園 　 政 次 郎 生産部農業機械課調査役さつ
ま農機センター

経済部農業機械課係長さつま
農機センター

平 松 　 祐 次 生産部農業機械課調査役さつ
ま農機センター

経済部農業機械課係長さつま
農機センター

蔵 内 　 正 文 生産部生産資材課調査役伊佐
配送センター長

経済部農業機械課調査役伊佐
駐在

栗 山 　 睦 男 共済部共済普及課調査役 経済部葬祭課調査役川内担当

山 之 口 　 仁 共済部共済普及課調査役推進
リーダー 共済部共済普及課調査役

税 所 　 利 光 共済部共済普及課調査役 共済部共済普及課係長

榎 園 　 正 一 生産部生産販売課調査役 生産部営農企画課調査役青色
申告兼担い手支援

平 田 　 英 樹 生産部生産販売課調査役川内
営農センター長

生産部生産販売課調査役営農指
導員・茶担当兼川内青色申告担当

本 田 　 有 一 生産部営農企画課調査役さつ
ま町担い手担当 生産部生産販売課調査役

河 脇 　 大 作 生産部生産販売課調査役川内
営農センター営農指導員

生産部生産販売課調査役川内
営農センター長

内 山 　 達 矢 生産部生産資材課調査役矢倉
配送センター長 生産部生産資材課長

井 下 　 公 作 生産部農業機械課調査役大口
農機センター長（伊佐統括）

畜産部畜産指導課調査役事務
担当

永 峰 　 昭 二 畜産部畜産指導課調査役 畜産部畜産業務課調査役

早 水 　 貴 志 伊佐総合支所金融共済課調査
役共済担当

伊佐総合支所金融共済課係長
共済専任

前 田 　 忍 共済部共済普及課調査役推進
リーダー 羽月支所長

板 垣 　 圭 亮 川内総合支所金融共済課長補
佐融資渉外担当

川内総合支所金融共済課係長
融資渉外担当

北 園 　 拓 也 共済部共済普及課長補佐ＬＡ
トレーナー 全共連鹿児島より出向

原 田 　 大 輔 生産部生産販売課長補佐茶担当 経済連より出向

■係長・主任級
氏　　名 新　部　署 旧　部　署

二 町　 伸 市 総務部総務人事課係長 経営企画部コンプライアンス対
策課係長

原 田　 幸 宣 総務部管理課係長 総務部総務人事課主任

中 囿　 将 志 総務部管理課係長 総務部管理課主任

花 峯　 由 美 経済部経済課係長 経済部経済課係長生活担当

深 山　 博 敏 生産部農業機械課係長川内農
機センター

経済部農業機械課係長川内農機
センター

屋 久　 明 広 生産部農業機械課係長川内農
機センター

経済部農業機械課主任川内農機
センター

猿 渡　 祐 一 生産部農業機械課係長川内農
機センター

経済部農業機械課主任川内農機
センター

福 田　 広 宣 生産部農業機械課係長菱刈セ
ンター長

経済部農業機械課係長菱刈セン
ター長

西 口　 雄 貴 生産部農業機械課係長大口農
機センター

経済部農業機械課主任大口農機
センター

大 島　 和 樹 生産部農業機械課係長大口農
機センター

経済部農業機械課主任大口農機
センター

二 之 宮　 エ ミ 共済部共済事務課係長 共済部共済事務課主任

松 元 　 剛 経済部葬祭課係長 共済部事故相談課

栗 屋 野　 友 博 畜産部畜産指導課係長 生産部営農企画課主任

天 瀬　 豊 己 生産部生産販売課係長宮之城
ちくりん館

生産部生産販売課主任宮之城ち
くりん館

吉 満　 清 司 生産部生産資材課係長伊佐配
送センター 生産部生産資材課係長

壽 福　 和 洋 生産部営農企画課係長 畜産部畜産指導課主任事務担当

堂 脇　 恭 代 総合企画部コンプライアンス
対策課係長

川内総合支所総務経済課係長事
務担当

堂 園　 和 弥 共済部共済普及課係長 川内総合支所金融共済課主任共
済担当

井 手 口　 隆 志 菱刈支所係長店舗事務長 伊佐総合支所金融共済課係長融
資窓口担当

下 野　 清 秀 伊佐総合支所金融共済課係長
融資担当

伊佐総合支所金融共済課主任融
資窓口担当

得 永　 草 子 平川支所係長店舗事務長 薩摩支所主任金融共済担当

脇 　 心 介 生産部生産資材課係長矢倉配
送センター 祁答院支所主任経済担当

折 小 野　 健 太 総合企画部経営企画課主任 経営企画部経営企画課主任
十 田　 麻 奈 美 総務部総務人事課主任 総務部総務人事課
永 井　 雅 子 共済部共済普及課主任 総務部総務人事課
堀 之 内　 大 介 祁答院支所主任経済担当 経済部経済課主任
大 木　 隆 司 経済部経済課主任川内ガスセンター 経済部経済課川内ガスセンター
上 之 原　 優 経済部経済課主任伊佐ガスセンター 経済部経済課川内ガスセンター
山 田　 尚 洋 経済部経済課主任さつまガスセンター 経済部経済課主任伊佐ガスセンター
船 渡　 秀 一 経済部経済課主任本所給油所 経済部経済課主任鶴田給油所
橋 口　 昌 司 経済部経済課主任入来給油所 経済部経済課入来給油所
栗 野 　 惇 生産部農業機械課主任さつま農機センター 経済部農業機械課さつま農機センター
西 村　 秀 徳 生産部農業機械課主任さつま農機センター 経済部農業機械課さつま農機センター
松 岡　 昌 弘 経済部葬祭課主任 経済部葬祭課主任さつま担当
田 向　 沙 矢 果 共済部共済普及課主任 共済部共済事務課
緒 方　 真 一 共済部共済普及課主任 共済部共済普及課
冨 部　 加 奈 子 樋脇支所主任金融共済担当 共済部共済普及課主任
折 橋　 信 昭 共済部共済普及課主任 共済部共済普及課

長 野　 勇 樹 生産部生産販売課主任伊佐営
農センター営農指導員 生産部生産販売課主任営農指導員

森 元　 昭 樹 生産部生産販売課主任川内営
農センター営農指導員 生産部生産販売課主任営農指導員

初 田　 悠 一 郎 生産部生産販売課主任営農指導員 生産部生産販売課営農指導員
宮 之 脇　 幸 喜 生産部生産販売課主任営農指導員 生産部生産販売課主任
長 坂　 千 穂 生産部営農企画課主任精算事務担当 生産部生産販売課主任精算事務担当

藏 内　 秀 遠 生産部生産販売課主任伊佐営
農センター産直センター担当

生産部生産販売課主任産直セン
ター・営業企画担当

末 吉　 ル ミ 畜産部畜産業務課主任 畜産部畜産業務課
永 福　 友 樹 山崎支所主任店舗事務長 樋脇支所融資担当

石 川　 美 由 紀 伊佐総合支所金融共済課主任
共済担当

伊佐総合支所金融共済課共済担
当

堂 免　 伊 織 菱刈支所主任金融共済担当 羽月支所金融共済担当兼年金専門員
福 田　 香 奈 子 共済部共済普及課主任 菱刈支所金融共済担当
川 﨑　 み よ 子 薩摩支所主任金融共済担当 鶴田支所金融共済担当
谷 山　 成 美 平川支所主任金融共済担当 鶴田支所金融共済担当
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緊張した面持ちで辞令を受け取る新採用職員

岩坪 江理加（いわつぼ えりか）

（共済部共済普及課）
①娘と歌って踊ること
②「負けるな。嘘をつくな。弱い者をいじ
めるな」（娘の担任の教訓）
③ブロッコリー
④皆さんの期待を裏切らないよう
　頑張っていきます。

氏　名
（配属部署）
①趣味・特技
②好きな言葉
③好きな野菜
④抱負

永山 優大（ながやま ゆうだい）

（平川支所）
①釣り
②努力
③キャベツ
④何も知らないことばかりですが、上司や
先輩に指導・アドバイスを受けながら、
早く仕事に慣れたいと思います。

井上 夢叶（いのうえ ゆうと）

（生産部生産販売課）
①米の勉強、バスケットボール
②笑え！
③ホウレンソウ、キャベツ
④先輩方から「仕事を任せる」と言われる
よう頑張ります。ＪＡや社会に貢献でき
る立派な社会人を目指します。

五反 未紗子（ごたん みさこ）

（永利支所）
①似顔絵を描くこと
②「慢心は人間の最大の敵だ」（シェイク
スピア「マクベス」より）
③レンコン
④まずは環境に慣れ、早く仕事を覚えて、
職員としてのスタートラインに立てるよ
う頑張ります。

酒匂 雄大（さこう ゆうだい）

（畜産部畜産指導課）
①ランニング、音楽鑑賞
②一歩ずつ前に
③白菜
④一日でも早く仕事を覚えて、組合員の皆
さんの役に立てるよう頑張っていきたい
です。

　

Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
入
組
式
が
４
月
１

日
、
Ｊ
Ａ
本
所
で
あ
り
ま
し
た
。
新
規

採
用
職
員
は
５
人
。
希
望
に
胸
を
膨
ら

ま
せ
、
社
会
人
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏

み
出
し
ま
し
た
。

　

春
田
和
則
組
合
長
は
「
本
日
か
ら
Ｊ

Ａ
北
さ
つ
ま
の
職
員
と
し
て
、
自
覚
と

責
任
を
持
っ
て
行
動
し
て
ほ
し
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
５
人
に
辞
令
を
交
付
し
ま

し
た
。

　

畜
産
指
導
課
に
配
属
さ
れ
た
酒
匂
雄

大
さ
ん
（
20
）
は
「
初
心
を
忘
れ
ず
地

域
農
業
の
発
展
に
貢
献
し
た
い
。
さ
ら

に
今
年
は
鹿
児
島
で
全
国
和
牛
能
力
共

進
会
が
開
か
れ
る
。
日
本
一
獲
得
に
向

け
、
新
入
職
員
も
与
え
ら
れ
た
役
割

を
果
た
し
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し

た
。

勝目　正隆（統括参事）

竪山　秀樹（経済部長）

神領　浩行（総合対策部長）

山下　英樹（薩摩支所長）

奥平　正彦（共済部共済普及課調査役）

高浦　利和（矢倉配送センター調査役）

田畑　元広（こしき支所調査役）

益満　三恵子（伊佐総合支所金融共済課係長）

勝目 正隆

奥平 正彦

神領 浩行

田畑 元広

山下 英樹

益満 三恵子

竪山 秀樹

高浦 利和

新
採
用
職
員
５
人
が
入
組

8人が
定年退職
長い間お世話に
なりました
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東 西 南 北 TOPICS

　さつま町家族経営協定調印式が３月 17 日、県さつま庁舎で
ありました。働きやすい環境づくりと夢のある農業経営を目指
し、４組の家族が新規・見直しで協定を結びました。
　和牛繁殖経営に取り組む同町船木の池江新吾さんは、家族と
話し合いを重ね経営方針や就業条件などを決めました。「これ
を機に規模拡大に取り組みたい」と意欲を見せました。
　上野俊市町長は「少子高齢化により農業の担い手も不足して
いる。家族経営協定は次の世代に経営基盤を引き継ぐものと期
待している」とあいさつしました。

　薩摩川内市や市農産物販売促進協議会などは４月 12 日、同
市で強化合宿を行っている住友電工陸上競技部の歓迎式を開き
ました。「鹿児島黒牛」やＪＡ北さつまのペットボトル飲料「北
さつま茶」などを贈り、選手・スタッフを激励しました。
　同市での合宿は３回目。今回は、世界リレー 2019 横浜大会
に日本代表として出場した三宅奈緒香選手ら５人が参加しまし
た。三宅選手は「これから大会が始まるので調子を上げ、６月
の日本選手権に向け仕上げていきたい。薩摩川内市に良い報告
ができるよう頑張りたい」と話しました。

　さつま町統一の地域ブランド「薩摩のさつま」発
表会が３月 17 日、ＪＡ北さつま本所でありました。
同町特産のタケノコをモチーフにしたロゴマークも
披露され、関係者は「団体の垣根を越え、結束した
力でふるさとの魅力を発信していきたい」と意気込
みました。
　ブランドに認定されたのは、①愛着と誇り②まち
の逸品―などの認証基準をクリアした 16 事業所の
野菜、果物、肉、加工食品など 18 品。ＪＡ北さつ
まの焼酎、米（ヒノヒカリ）、イチゴも選ばれました。
　さつま町、ＪＡ、町商工会、町観光特産品協会で
つくる薩摩のさつまブランド推進協議会の上野俊市
会長は「さつま町が目指す『わが町、わが社の逸品
づくり』につながるものと期待している。薩摩のさ
つまを盛り上げ、全国・全世界に発信していきたい」
とあいさつしました。
　推進協議会では売上の一部を、同町の子どもたち
の教育・スポーツ振興に寄付することにしています。

町長ら立会人が見守る中で協定書に調印しました

さつま町統一地域ブランド「薩摩のさつま」に18品が認定されました

住友電工陸上競技部歓迎式

「鹿児島黒牛」など贈り激励

「薩摩のさつま」発表会

米やイチゴなど18品認定

さつま町家族経営協定調印式

４組が新規・見直しで締結

ＪＡの「北さつま茶」などを贈り激励しました
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　第 12 回ＪＡ北さつま女性組織協議会総会が４月７
日、ＪＡ本所でありました。2022 年度活動計画など
議案５件を承認し、新会長に宮元泰子さん（川内支部）
を選びました。
　22 年度は、女性組織３か年計画「ＪＡ女性想いを
ひとつにかなえよう」の実践初年度。食と農を基軸と
した活動を通じ、仲間づくり・組織づくり・地域づく
りに取り組みます。
　重点活動は、伝統食や家庭の味の継承活動、ペット
ボトルのキャップ回収運動、目的別グループの育成な
ど。また、国連の持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）を
理解し、ＪＡ運営にも積極的に参画し女性の声を反映
させます。
　新役員は次の通り。
　 ▽副会長＝丸目栄子さん（伊佐支部） ▽会計＝豊増
幸子さん（さつま支部） ▽監事＝地徳てるみさん（川
内支部）、白坂純子さん（伊佐支部）

　「横断はしっかりよく見てたしかめて」をスローガ
ンとする、春の全国交通安全運動が行われました。Ｊ
Ａ北さつまは職員が交代で本所近くの交差点に並び、
通勤途中のドライバーらに安全運転を呼び掛けまし
た。
　ＪＡでは組合員・地域住民の模範となるよう、組織
を挙げて交通安全活動に取り組んでいます。運動期間
中、職員は無事故・無違反、全席シートベルト着用を
呼び掛けるのぼり旗やプラカードを掲げ、交通ルール
の順守と正しい交通マナーの実践を訴えました。

　ＪＡ鹿児島県経済連は４月８、９日の２日間、さつ
ま町の薩摩中央家畜市場で、第 37 回春期ＪＡ農業機
械大展示会北薩ブロックを開きました。最新の農業機
械や園芸資材などが展示され、メーカー担当者が操作
方法や機動性などを紹介。来場者は必要とする農機や
資材に手を触れ、熱心に確かめていました。
　また、共同購入トラクターなどのコスト低減農機の
展示、配合飼料の特別販売、農業用ドローン（小型無
人飛行機）実演もあり、来場者の関心を集めていまし
た。

ＪＡ北さつま女性協総会

想いをひとつにかなえよう

街頭立哨で
交通安全ＰＲ

最新の農機や
園芸資材を展示

ＪＡ女性組織綱領を朗読した後、議案について協議しました



こちら営農情報局!

　作物において育苗は全体の作業の中でも時間と手間が掛か
ります。水稲でも大事な作業で、最終的には収量に大きく影
響します。丈夫で良い苗を作りましょう。

表１　作業時期の目安（田植え時期に合わせて準備しましょう）
品種名 塩水選・種子消毒 播種日 田植え日 収穫期の目安

あきほなみ 5月20 ～ 25日 5月25 ～ 31日 6月15 ～ 20日 10月20日頃

ヒノヒカリ 5月25 ～ 31日 6月1 ～ 5日 6月20 ～ 25日 10月10日頃

さつま絹もち 5月25 ～ 31日 6月１～ 5日 6月20 ～ 25日 10月12日頃

準備するもの〔10 ａ当たり〕
①種もみ（乾燥籾）：4㎏ ②育苗箱：18 ～ 20 箱 ③培土：約
80㎏（育苗培土なら１箱当たり約 4㎏）④食塩水（水 10l に
食塩 1.3㎏）⑤寒冷紗または太陽シートとビニールシート（古
マルチなど）⑥種子籾ネット⑦消毒・播種時の農薬

表２　消毒・播種時の農薬（農薬登録内容内での目安）

農薬名

種子消毒
(24時間種子浸漬)

播種時（苗立枯病）
　※どちらか1剤

《混用》
モミガード　 スミチオ
C水和剤　    ン乳剤

ダコレート
水和剤

タチガレエース
Ｍ液剤

倍　率 200倍 1,000倍 500倍 1,000倍

水10リットル 50g 10cc 20g 10mℓ

水20リットル 100g 20cc 40g 20mℓ

作業工程
１. 種もみの準備
①塩水選

　水 10l に食塩 1.3㎏を混ぜ良くかき混ぜます。その食塩
水に種もみを投入し浮いた種もみを除去します。沈んだ種
もみを回収し、すぐに十分な水洗を行いましょう。

②種もみの消毒
　水 20l にモミガードＣ水和剤 100g とスミチオン乳剤
20cc を混用し良くかき混ぜます。塩水選後の種もみをネッ
トに入れ、薬剤を混用した液に 24 時間浸種します（薬剤
の稀釈は表 2 を参考）。種もみを消毒後は水洗いせず日陰
で半日～ 1 日風乾させます。

③浸種～催芽
　消毒（風乾）後の種もみを水に 4 ～ 5 日間浸けて出芽を
促します（積算水温 100 ～ 110℃が目安）。昼と夕方にか
き混ぜることで催芽むらを抑えることができます。※ハト
胸程度の催芽が、全体で 80％程度を目安とします。

２. 播種作業
①床土

　育苗箱に半分の高さになるよう床土（培土）を投入し、
ならし板などで表面を水平にならします。このとき床土を
固めないように注意します。※床土が多すぎると、覆土が
少なくなり浮き苗の原因になります。

②種まき
　１箱当たり催芽もみで 160 ～ 180g を目安に播種しま
す。厚播きは、浮き種（たこ足）や病害の発生原因になり
やすいので注意しましょう。

③かん水（苗立枯病の予防）
　種まき後にダコレート水和剤 500 倍液、またはタチガ
レエースＭ液剤 1000 倍液のどちらかを 500ml かん水し
ます。※表２参考

④覆土
　かん水した液剤が十分引いてから種もみが十分隠れるよ
うに覆土します。覆土後はかん水しません。
３. 出芽～
①出芽作業（積重ね）

　播種後、清潔な場所に 10cm 程度浮かせるように台木な
どの上に10～13段程度に重ね、
シート等（光を通さない物）で
覆います。30℃以上にならない
ように注意する。催芽や環境に
もよりますが３日程度で出芽し
ます。0.8 ～ 1.0cm になったら
苗箱を広げます。

②寒冷紗の場合
　日当たりの良い場所を選び置床面は平らにします。乾い
ている場合は湿りがある程度で散水しておきます。　ベタ
掛け、トンネル被覆を選んだ
場合でも広げたときから、か
ん水作業が始まります。ベタ
掛けの場合、朝一や、かん水
後に芽が寒冷紗を突き抜けて
いることあるので、寒冷紗を
動かして芽を隠してください。

③太陽シート（ポリシャイン）の場合
　日当たりの良い場所を選び置床面は平らにしておき、乾
いている場合は湿りがある程度で散水しておきます。苗箱
を並べるとき、乾燥している場合は軽くかん水します。出
芽作業を省いた太陽シートによる方法は出芽が 2、3 日程
度遅くなります。

④被覆除去（寒冷紗・太陽シート）
　苗が全長 6 ～ 8cm（地際部～第 1 葉が 4cm）になった
ら思い切って被覆を除去しましょう。徒長させすぎても軟
弱になりやすく、初期生育が悪かったり、分けつが少なく
なったりします。
　被覆を除去したばかりの苗は、日光に当たれば焼けてし
まうほど弱いです。曇天や少雨、夕方に被覆を除去しましょ
う。被覆除去後は水分吸少量が増えるので、乾燥に注意し
ながら十分にかん水しましょう。また、かん水時にはホー
スに残っている温水が抜けてから苗に掛けましょう。

⑤田植え前
　箱施薬剤を１箱当たり 50g、ムラ無く散布しましょう。
田植え３日前の散布が最も効果が安定します。
　田植同時や播種同時で行う場合は散布機の調整をしてお
きましょう。

※表３以外の箱施薬剤では使用時期や使用量が異なる場合が
あるので注意してください。

表３　箱製薬剤表
商品名 対象病害中

防人箱粒剤
いもち病
ウンカ類
コブノメイガ

スクラム箱粒剤

いもち病
紋枯病
ウンカ類
コブノメイガ

※農薬の使用については登録内容、安全使用上の注意をよく
読み使用してください。

園芸

生産販売課　初田　悠一郎

水稲育苗について

10

第１葉

4㎝
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園芸研究家● 成松次郎

ラッカセイ  ゆでれば甘く、煎（い）れば香ばしい

　

ラ
ッ
カ
セ
イ
の
根
に
は
、
根
粒
菌
が
共

生
し
、
空
気
中
の
窒
素
を
植
物
に
供
給
す

る
た
め
、
窒
素
の
少
な
い
土
壌
で
も
生
育

で
き
ま
す
。
温
暖
地
で
は
種
ま
き
適
期
は

5
月
中
旬
〜
6
月
中
旬
で
す
。

［
品
種
］
ゆ
で
豆
向
き
に
は
、
早
生
の

「
郷
の
香
」
、
晩
生
の
「
お
お
ま
さ
り
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
煎
り
豆
向
き
で
晩
生

の
「
千
葉
半
立
」
、
中
生
の
「
ナ
カ
テ
ユ

タ
カ
」
、
や
や
早
生
で
最
近
育
成
さ
れ
た

「
Ｑ
な
っ
つ
」
が
あ
り
ま
す
。

［
畑
の
準
備
］
事
前
に
1
平
方
ｍ
当
た
り

苦
土
石
灰
１
５
０
ｇ
を
菜
園
全
体
に
散
布

し
て
耕
し
て
お
き
ま
す
。
深
さ
20
〜
30
ｃ

ｍ
の
溝
を
70
〜
80
ｃ
ｍ
間
隔
で
掘
り
、
溝

1
ｍ
当
た
り
化
成
肥
料
（
Ｎ
Ｐ
Ｋ
各
成
分

10
％
）
１
０
０
ｇ
と
堆
肥
2
ｋ
ｇ
と
を
施

し
、
土
と
よ
く
混
ぜ
、
溝
を
埋
め
戻
し
ま

す
（
図
1
）
。
窒
素
が
多
過
ぎ
る
と
「
木

ぼ
け
」
し
、
実
の
付
き
が
悪
く
な
る
た
め
、

野
菜
の
後
作
で
は
肥
料
を
控
え
め
に
与
え

ま
し
ょ
う
。

［
種
ま
き
］
土
を
盛
り
上
げ
て
幅
30
ｃ
ｍ

程
度
の
畝
を
立
て
、
種
は
25
〜
30
ｃ
ｍ

（
「
お
お
ま
さ
り
」
は
50
〜
60
ｃ
ｍ
）
の

間
隔
で
2
粒
ま
き
ま
す
（
図
2
）
。
鳥
よ

け
は
、
ト
ン
ネ
ル
状
に
ネ
ッ
ト
を
掛
け
る

か
、
不
織
布
で
べ
た
掛
け
を
し
ま
す
。
ま

た
、
釣
り
糸
を
上
部
に
張
る
と
、
カ
ラ
ス

は
羽
が
糸
に
触
れ
る
こ
と
を
嫌
う
た
め
、

飛
来
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、

畑
の
都
合
や
鳥
害
回
避
の
た
め
に
、
小
型

ポ
ッ
ト
で
本
葉
2
枚
く
ら
い
ま
で
育
苗
を

し
て
か
ら
植
え
付
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

［
灌
水
（
か
ん
す
い
）
］
発
芽
ま
で
は
十

分
与
え
、
そ
の
後
は
や
や
乾
か
し
気
味
に

し
ま
す
が
、
夏
の
乾
燥
は
実
の
太
り
に
影

響
す
る
の
で
灌
水
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

［
土
寄
せ
］
開
花
後
に
株
元
に
土
寄
せ
を

し
ま
す
。
こ
の
土
寄
せ
は
子
房
柄
が
地
中

に
入
り
や
す
く
す
る
た
め
で
す
（
図
3
）
。

［
病
害
虫
防
除
］
コ
ガ
ネ
ム
シ
類
の
幼
虫

が
、
さ
や
を
食
害
す
る
と
き
が
あ
り
ま

す
。
掘
り
取
っ
た
と
き
に
幼
虫
が
い
た
ら

捕
殺
し
て
く
だ
さ
い
。
次
年
度
以
降
は
、

フ
ォ
ー
ス
粒
剤
な
ど
で
防
除
対
策
を
し
ま

し
ょ
う
。

［
収
穫
］
ゆ
で
豆
向
き
品
種
で
は
、
「
郷

の
香
」
は
開
花
期
（
株
全
体
の
半
数
に
開

花
が
始
ま
っ
た
と
き
）
か
ら
お
よ
そ
70
日
、

「
お
お
ま
さ
り
」
で
お
よ
そ
85
日
の
さ
や

が
十
分
に
肥
大
し
た
頃
で
す
。
煎
り
豆
向

き
で
は
、
「
ナ
カ
テ
ユ
タ
カ
」
「
Ｑ
な
っ

つ
」
は
お
よ
そ
80
日
、
「
千
葉
半
立
」
は

さ
や
が
膨
ら
み
、
網
目
が
は
っ
き
り
と
見

え
た
95
日
頃
で
、
中
の
豆
の
皮
が
茶
色
に

着
色
し
て
い
ま
す
。

［
食
べ
方
］
電
子
レ
ン
ジ
を
利
用
し

た
、
煎
り
方
を
紹
介
し
ま
す
。
乾
燥
さ
や

50
ｇ
を
耐
熱
皿
に
並
べ
、
５
０
０
Ｗ
で
1

分
半
加
熱
し
た
後
、
攪
拌
（
か
く
は
ん
）

し
、
再
度
1
分
間
加
熱
後
攪
拌
し
、
さ
ら

に
５
０
０
Ｗ
で
1
分
間
加
熱
し
ま
す
。
加

熱
の
過
程
で
か
き
混
ぜ
る
こ
と
で
、
煎
り

む
ら
を
少
な
く
で
き
ま
す
。
電
子
レ
ン
ジ

の
出
力
を
低
く
設
定
し
、
加
熱
時
間
を
長

く
取
る
こ
と
で
も
煎
り
さ
や
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
む
き
身
で
は
、
水
に
10
秒
ほ
ど
漬

け
、
紙
封
筒
に
入
れ
て
50
ｇ
で
は
５
０
０

Ｗ
で
3
分
程
度
加
熱
し
ま
す
。
い
ず
れ
も

分
量
が
多
い
場
合
は
調
理
時
間
が
長
く
な

り
、
少
な
い
場
合
は
短
く
な
り
ま
す
。
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①答え
②郵便番号
③住所
④氏名
⑤年齢
⑥意見・感想

895-1811
薩
摩
郡
さ
つ
ま
町
虎
居
７
４
５

Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
経
営
企
画
室

「
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
」係

13

二重マスの文字をA～Eの順
に並べてできる言葉は何で
しょうか？

■ヨコのカギ ■タテのカギ

郵便はがきに①答え②郵便番号
③住所④氏名⑤年齢⑥意見・感想な
どを書いて、左記の宛先まで送って
ください。正解者の中から抽選で10
名の方に粗品をプレゼントします。
締切は5月25日。（クイズの応募で
取得した個人情報については、これ
以外には使用いたしません）

5 月 4 日は——。国民の祝日です
3 拍子の曲に合わせて踊ります
野球のグラウンドに四つあります
調理中の料理から一口分を取って
……
食事制限などで体重を減らすこと
ちらしやにぎりがあります
柱・傷・5 月 5 日・ちまきから連
想される童謡
届いた手紙の——を切った
バスやタクシーから降りること
屋外で写生するときに机代わりに
する道具
マニキュアを塗るところ

ハナショウブとカキツバタは——
をつけるのが難しい
擬餌鉤（ぎじばり）の一種です
米国の通貨単位
——の前の小事
——の余地もないほど混み合った
会場
商品を並べて売る場所
料理長をフランス語でいうと
あごや鼻の下に生えます
高校の最寄り駅までの——定期券
を買った
ジェラシー、焼きもちともいいま
す
プリンセス・ミチコという品種が
ある花
カキツバタに似た花が咲きます
燃料ガスや酸素などを詰めます

1
2
3
4

6
8

10

12
14
16

18

1

3
5
6
7

9
11
13
15

17

19

20
21

　第１回理事会を３月31日に開き、次の事項
について協議しました。
【議案】
①令和３年度末における一般貸倒引当金の計上
について

②令和３年度末資産査定結果について
③令和３年度における税効果会計について
④令和３年度末決算検討について
⑤令和３年度末剰余金処分について
⑥令和４年度事業収支計画について
⑦第５次中期三カ年事業収支計画について
⑧令和４年度固定資産及びリース取得について
⑨令和４年度余裕金運用方針について
⑩定款の一部変更について
⑪管理規程の一部変更について
⑫総代選出のすすめ方について
⑬令和４年度コンプライアンス実施計画につい
て

⑭組合と理事との契約について
⑮組合員への貸付について
⑯ＪＡ共済苦情等対応要領の変更について
⑰参事の選任について
【報告】
①令和３年度内部監査総括（下期）報告について
②令和３年度年間業務活動報告書・業務報告に
ついて

③令和３年度みのり監査法人期中監査Ⅲの結果
について

④令和３年度末における「貸倒損失」「雑損
失」の処理結果について

⑤令和４年度訪問活動への取り組みについて
⑥令和３年度下半期ヘルプライン運営状況報告
について

⑦令和４年度連続職場離脱取り組みについて
⑧当組合における取引のリスク評価書の定例改
正について

⑨令和３年度内部統制システム基本方針運用状
況報告及び不祥事未然防止対策取り組み状
況報告について

⑩不祥事再発防止策にかかる履行状況（２月）
について

⑪令和３年度２月末コンプライアンスプログラ
ム実践評価について

⑫疑わしい取引の発生状況（年間報告）について
⑬苦情等報告について
⑭事務ミス等の発生状況について
⑮令和３年度末余裕金運用状況報告について
⑯令和３年度末組合員の加入及び脱退の状況に
ついて

⑰令和３年度下期固定資産取得処分について
⑱ＪＡバンク基本方針の変更について
⑲移動金融店舗車の利用状況について
⑳共済速報について
㉑子牛・成牛せり市実績について
㉒成牛市場事故見舞金制度の創設について

理事会だより

応募方法

３月号当選者発表 ４月号の解答

当選者は６月号で発表します。

　３月号「パズル？　頭の体操」
当選者は次の方々に決まりまし
た。おめでとうございます。

▽江畑和子さん ▽北野修身さん

▽兒玉朗子さん ▽豊増鮎美さん

▽有川敏江さん ▽武八重子さん

▽井上郁代さん ▽加茂昭義さん

▽小松翼さん ▽上門フジ子さん

ヤ エ ザ ク ラ



14

茶生産者が取り組む「お知らせ旗」について
　「収穫直前お知らせ旗」の設置は、鹿児島県内の茶生産者で組織する鹿児島県茶生産協会が、令和3
年度から県下一斉に取り組んでいます。黄色の「お知らせ旗」を設置することで、「収穫直前」である
ことを知らせ、農薬の飛散防止対策に努めるものです。
　取り組んだ茶生産者や、茶園に隣接する野菜や飼料などを栽培する生産者からは、「収穫時期が分
かるので農薬散布に気をつけるようになった」「農薬飛散防止対策として効果があると思う」など、
概ね好評でした。
　茶園に隣接する生産者は、取り組みを理解いただき協力をお願いします。

　「お知らせ旗」の取り組みが他品目にも拡大・波及し、地域一体となった「信頼される産地
づくり」につながることを期待します。問い合わせは、ＪＡ北さつま生産販売課（0996-53-
1387）へ。

開始時期 令和4年一番茶（3月下旬）から

取組の概要

黄色の「お知らせ旗」を、収穫10日前から
収穫が終わるまで茶園に設置して「収穫
直前」であることをお知らせします。

防除する際は、風向きに留意するなど農
薬の飛散防止にご協力ください。

園芸研究家● 成松次郎

ラッカセイ  ゆでれば甘く、煎（い）れば香ばしい

こんにちはAコープです!

購買代金の自動決済日
(引落日 )変更のお知らせ

　購買代金の自動決済日（引落日）を現行の毎月
10 日引落から、毎月 15 日引落に変更させていた
だきます。

〈対象品目〉購買資材・生活・給油所・農機・ガス、
　　　　　 販売資材

〈変更期日〉令和４年６月引落分より変更
〈そ  の  他〉ご不明な点は最寄りの本所・支所等の
　　　　　 購買部門にお問い合わせください。

予約肥料の期中戻しについて
　令和３年春夏作肥料注文書で予約注文を利用され
た方を対象に、予約肥料期中戻しを実施しましたの
で確認をお願いします。

〈支払対象者〉令和３年春夏作肥料予約注文書
　　　　　  でご利用いただいた方

〈振込金額〉  予約合計金額（税抜）に対して２％
　　　　　　（10 円以下切り捨て）

〈振 込 日〉  令和４年２月 28 日
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　ＪＡ北さつまでは、小売店の少ない地域や高齢者
の買い物の利便性を高めるため、移動販売車「笑味
ちゃん号」を運行しています。２号車はＡコープ川内
店を起点に月曜～金曜の週５日、63カ所を巡回して
います。食料品や日用品などを販売していますので
ご利用ください。

ＪＡ北さつま
Ａコープ鹿児島 移動販売車「笑味ちゃん２号」運行表
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編
集
・
発
行
／
北
さ
つ
ま
農
業
協
同
組
合
・
経
営
企
画
室

鹿
児
島
県
薩
摩
郡
さ
つ
ま
町
虎
居
７
４
５
番
地

電
話
 ０
９
９
６
（
５
３
）
１
１
２
１
（
代
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
h
ttp
://w

w
w
.ja
-k
ita
sa
tsu
m
a
.o
r.jp/

四
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
は
幸
福
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。
４
枚
の
葉
は

さ
つ
ま
川
内
・
さ
つ
ま
・
伊
佐
と
組
合
員
の
絆
を
イ
メ
ー
ジ
。

Ｊ
Ａ
と
の
つ
な
が
り
で
多
く
の
方
々
に
幸
せ
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
の
願
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

M
ay. 2022

N
o.1
4
6

板木技術士事務所●板木利隆

栄養豊か花も楽しめるオクラ

5
CLO

VER
CLO

VER

■ JA 北さつま農業協同組合 御中感動の人柄葬 _A4 チラシ

おもて

印刷物最終確認書 ※ご確認が済み次第当社担当営業までご返却下さい。

中尾 ※上記原稿に間違いがない事を確認致しました。印刷に入る事を許可致します。担当

いつも格別のお引立て賜り、心から感謝とお礼申し上げます。添付しておりますデザインが最終校正になります。
文字入力につきましては、細心の注意を払っておりますが校正中に文字・価格・写真などは、本業でなければ気付かない点がございます。
今一度、文字校正の確認と印刷仕様最終確認をお願い申し上げます。

ご担当者様サイン

印

弊社品質向上の為、御社ご担当者様のサインがなければ印刷工程に進められませんので、
お手数ですが何卒ご理解、ご協力のほど宜しくお願い申し上げます 必ずFAXにてご返送下さい

URL http://www.macose.jp  Mail creative@macose.jp
099-254-2947 099-254-2926FAX TEL


